
応用確率統計（演習 10） 平成 22 年 01 月 21 日 

問 1 

クラメール・ラオの不等式について説明して、証明

せよ。 

解答 

教科書 p.137 定理 11.3 に参照。 

但し、コーシー・シュワルツ不等式が次の方が正しい。 
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問 2 

確率モデル 

X     

において、誤差 の分布が平均 0、分散 2 の正規分布

に従うとする。n 個の独立な観測値
1 2, , , nX X X が得

られるとき、次の推定量をそれぞれ計算せよ。 

(a)   の最尤推定量 

(b) 2 の最尤推定量 

 

解答 

と に対する対数尤度関数を下のように定義する。 
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(a)   の最尤推定量 

 
 2 2

1 1

, 1 1n n

i i

i i

L
X X n

n n

 
 

   

  
    

  
   

 2

2 2 2
1

, 1 1
1 0

n

i

L

n

 

  

  
  


  

であるから、  , 
0

L  







のとき、  , L   が最大にな
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(b) 2 の最尤推定量 
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